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【背景・目的】DOHaD説を支持するエビデンスが蓄積し、それに基づいた










【方法】質問票では、10の質問文について、① 強くそう思う、 ② そう思う、
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たる健康に影響を及ぼし、生活習慣病の発症に関わる、である。本研究は、藤
女子大学倫理審査委員会の承認と石狩市の許可を得ている。 
 調査実施前であり、本研究会では、今後の教育介入等について、ご意見やア
ドバイスをいただきたい。 
 
